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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　垂直方向に沿う一対のヘッダー間に、両端を両ヘッダーに連通接続する複数の熱交換管
路が並列状に配置されたコアを有し、そのコアの上位に凝縮部が設けられるとともに、下
位にサブクール部が設けられた熱交換器と、
　パイプ状のタンク本体と、そのタンク本体の一端側及び他端側開口部に閉塞状に固定さ
れる一端側及び他端側ジョイントブロックとを有するレシーバータンクとを備え、
　前記一端側ジョイントブロックが一方側ヘッダーの凝縮部冷媒出口に対応する位置に固
定されるとともに、他端側ジョイントブロックが一方側ヘッダーのサブクール部冷媒入口
に対応する位置に固定され、前記凝縮部冷媒出口から流出した冷媒が、前記一端側ジョイ
ントブロックに設けられた冷媒流入路を通ってタンク本体内に導かれるとともに、タンク
本体内の冷媒が、前記他端側ジョイントブロックに設けられた冷媒流出路を通って、前記
サブクール部冷媒入口に導かれるよう構成されてなり、
　上記両ジョイントブロックのうち少なくともいずれか一方に、前記タンク本体の内部に
通じ、かつ、乾燥剤、フィルター等のタンク内装品を挿通し得る大きさのタンク内装品収
容作業用貫通孔が設けられるとともに、その貫通孔に閉塞部材が着脱自在に取り付けられ
、
　前記タンク内装品収容作業用貫通孔が、前記両ジョイントブロックのうち下側に配置さ
れるジョイントブロックに前記タンク本体の軸方向に沿って設けられるとともに、
　前記冷媒流出路が、前記下側のジョイントブロックに前記タンク内装品収容作業用貫通
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孔に連通する態様に設けられ、
　前記閉塞部材の内面に、前記タンク本体の軸方向に沿って上方に延びるフィルター位置
保持突起が設けられ、
　前記フィルター位置保持突起により、前記タンク本体内に収容されたフィルターが持ち
上げ状態に支持されて、前記フィルターの下端が前記冷媒流出路よりも上位に配置される
とともに、前記タンク内装品収容作業用貫通孔の内部における前記フィルターと前記閉塞
部材との間に、前記フィルターを通過した冷媒を前記冷媒流出路に導くための冷媒流通路
が設けられてなることを特徴とするサブクールシステムコンデンサ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、主としてカークーラー用の冷房機構等に採用されるサブクールシステムコンデ
ンサに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、カークーラー用の冷房機構は、コンプレッサーより圧縮状態で吐出される高温高
圧のガス冷媒を凝縮器において外気との熱交換によって冷却・凝縮させ、気液混合状態と
してレシーバータンク（レシーバードライヤー、リキッドタンク等とも称される）に流入
させ、このレシーバータンク内で気液分離された液冷媒のみを膨張弁を介して低圧・低温
の霧化状態としてエバポレータへ送り、そこで車内空気との熱交換によって蒸発・気化さ
せて上記のコンプレッサーに戻す、という冷却サイクルによって車内の熱を車外へ排出す
るものである。
【０００３】
このような冷房機構においては、冷媒が凝縮器により十分に凝縮されず僅かな受熱や圧力
損失によって気化する不安定な状態となる場合があり、冷却性能の低下や変動を生じる恐
れがある。この対策として、従来より、レシーバータンクの下流側に第２の凝縮器（過冷
却器）を介在させ、この過冷却器によって液冷媒を凝縮温度よりも２～５℃程度低い温度
にまで過冷却し、液冷媒として安定した状態でエバポレータに送り、冷却効率を高める方
式が提案されている。
【０００４】
特に、近年においては、一対のヘッダーに多数の熱交換管路が並列状に配設されたマルチ
フロータイプの熱交換器において、その上位を凝縮部として構成し、下位を過冷却用の凝
縮部、つまりサブクール部として構成するとともに、一方のヘッダーにレシーバータンク
を付設したサブクールシステムコンデンサが登場している。
【０００５】
このようなサブクールシステムコンデンサにおいては、熱交換器や、レシーバータンクと
して、多くの機種が存在する上更に、これらの機器が適用される車種も多数存在するので
、熱交換器とレシーバータンクとの連結構造も多数提案されているが、一般的には、一方
側のヘッダーにブラケットを介してレシーバータンクが固定されるとともに、熱交換器の
凝縮部冷媒出口及びサブクール部冷媒入口にそれぞれ連結された冷媒流入管及び冷媒流出
管が、レシーバータンクの冷媒入口及び冷媒出口に、ユニオンやフランジ等のジョイント
部品を介してそれぞれ連結される構造が多く採用されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の熱交換器とレシーバータンクとの連結構造においては、これら
を連結する部材として、冷媒管や、ジョイント部品等の多数の配管部品を用いる必要があ
るため、部品点数が増加して組付作業数が増加し、生産効率の低下及びコストの増大を招
くという問題があった。
【０００７】
また、上記従来の構造においては、熱交換器構成部品と共に、配管部品及びタンク取付用
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ブラケットとを、一括してろう付けした後、レシーバータンクをブラケットに固定して、
レシーバータンクと配管部品とを連結するのが通例であるが、一括ろう付けする際に、配
管部品等を複雑な配置に仮組みする必要があるので、多大な労力が必要で、組立作業が困
難になり、この点においても、生産効率の低下及びコストの増大を招くという問題があっ
た。
【０００８】
更に従来においては、一括ろう付け作業と、レシーバータンクの配管連結作業とを別工程
で行って、各工程ごとに冷媒洩れ検査を行うようにしているため、検査数が多くなり、生
産効率の低下及びコストの増大を来すという問題があった。
【０００９】
一方、上記従来のレシーバータンク付き熱交換器において、熱交換器や配管部品と共に、
レシーバータンクも一括してろう付けする場合には、その一括ろう付けにより、レシーバ
ータンク全体が一体化されて内部が密閉されてしまうので、レシーバータンク内に収容う
る乾燥剤、フィルター等のタンク内装品を、レシーバータンク内に収容したり、取り出し
たりするのが困難になり、タンク内装品の交換や、タンク内部の保守、点検等が困難にな
るという別の問題が発生する。
【００１０】
この発明は、上記従来技術の問題を解消し、部品点数及び組付作業数を削減できて、生産
効率の向上及びコストの削減を図ることができるとともに、熱交換器とレシーバータンク
とを正確に連通接続することができる上更に、レシーバータンクに対し、タンク内装品の
出し入れ作業を容易に行えて、タンク内装品の交換や、タンク内部の保守点検を容易に行
えるサブクールシステムコンデンサを提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、この発明のサブクールシステムコンデンサは、垂直方向に沿う
一対のヘッダー間に、両端を両ヘッダーに連通接続する複数の熱交換管路が並列状に配置
されたコアを有し、そのコアの上位に凝縮部が設けられるとともに、下位にサブクール部
が設けられた熱交換器と、パイプ状のタンク本体と、そのタンク本体の一端側及び他端側
開口部に閉塞状に固定される一端側及び他端側ジョイントブロックとを有するレシーバー
タンクとを備え、前記一端側ジョイントブロックが一方側ヘッダーの凝縮部冷媒出口に対
応する位置に固定されるとともに、他端側ジョイントブロックが一方側ヘッダーのサブク
ール部冷媒入口に対応する位置に固定され、前記凝縮部冷媒出口から流出した冷媒が、前
記一端側ジョイントブロックに設けられた冷媒流入路を通ってタンク本体内に導かれると
ともに、タンク本体内の冷媒が、前記他端側ジョイントブロックに設けられた冷媒流出路
を通って、前記サブクール部冷媒入口に導かれるよう構成されてなり、上記両ジョイント
ブロックのうち少なくともいずれか一方に、前記タンク本体の内部に通じ、かつ、乾燥剤
、フィルター等のタンク内装品を挿通し得る大きさのタンク内装品収容作業用貫通孔が設
けられるとともに、その貫通孔に閉塞部材が着脱自在に取り付けられてなるものを要旨と
している。
【００１２】
本発明においては、レシーバータンクのジョイントブロックを一方側ヘッダーに、直接、
固定するものであるため、例えばレシーバータンクとヘッダーとを連通接続するための冷
媒管、ユニオン、フランジ等の配管部品が不要となり、その分、部品点数を削減できると
ともに、組付作業数を減少させることができる。
【００１３】
また一括ろう付けする場合には、レシーバータンクのジョイントブロックを、ヘッダーに
沿わせて仮保持させるだけで、レシーバータンクを仮組みすることができるので、例えば
配管部品等を複雑な配置に仮組みする必要はない。しかもレシーバータンクのジョイント
ブロックをヘッダーに固定して、熱交換器とレシーバータンクとの連通接続を図るという
シンプルな構造であるため、組付誤差や、寸法誤差の影響が少なくなり、上記の連通接続
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を正確に行うことができる。
【００１４】
更に、熱交換器と共に、レシーバータンクを一括してろう付けできるものであるため、ろ
う付けして組み立てた後、熱交換器部分の冷媒洩れ検査と、レシーバータンク周辺部分の
冷媒洩れの検査とを同時に行うことができる。
【００１５】
またジョイントブロックの閉塞部材を取り外すだけで簡単に、タンク本体の内部を外部に
開放することができるので、乾燥剤、フィルター等のタンク内装品の出し入れや、その交
換を支障なく行えるとともに、レシーバータンク内の保守、点検等も支障なく行える。
【００１６】
一方、本発明においては、前記タンク内装品収容作業用貫通孔が、前記両ジョイントブロ
ックのうち下側に配置されるジョイントブロックに前記タンク本体の軸方向に沿って設け
られるとともに、前記冷媒流出路が、前記下側のジョイントブロックに前記タンク内装品
収容作業用貫通孔に連通する態様に設けられ、前記閉塞部材の内面に、前記タンク本体の
軸方向に沿って上方に延びるフィルター位置保持突起が設けられ、前記フィルター位置保
持突起により、前記タンク本体内に収容されたフィルターが持ち上げ状態に支持されて、
前記フィルターの下端が前記冷媒流出路よりも上位に配置されるとともに、前記タンク内
装品収容作業用貫通孔の内部における前記フィルターと前記閉塞部材との間に、前記フィ
ルターを通過した冷媒を前記冷媒流出路に導くための冷媒流通路が設けられてなる構成を
採用するのが好ましい。
【００１７】
すなわちこの構成を採用する場合には、フィルターを正確な位置に精度良く配置すること
ができる。更にタンク内装品収容作業用貫通孔の一部を、冷媒流通路として利用している
ため、冷媒流路形成用に別途加工を施す必要がない。しかもフィルターの下端が冷媒流出
路よりも上位に配置されているため、フィルターを通過した冷媒が自然流下によりスムー
ズに冷媒流出路に導かれる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
図１はこの発明の実施形態であるサブクールシステムコンデンサを示す図である。同図に
示すように、このサブクールシステムコンデンサは、マルチフロー型の熱交換器（１０）
と、レシーバータンク（２０）とを基本的な構成として備えている。
【００１９】
熱交換器（１０）は、離間して対峙した左右一対の垂直方向に沿うヘッダー（１１）（１
１）間に、熱交換管路としての多数本の水平方向に沿う扁平チューブ（１２）が、それら
の両端を両ヘッダー（１１）（１１）に連通接続した状態で、上下方向に所定の間隔おき
に並列状に配置されるとともに、扁平チューブ（１２）の各間及び最外側の扁平チューブ
（１２）の外側にコルゲートフィン（１３）が配置されることにより、コア（１）が構成
されている。なお、（１４）は最外側のフィン（１３）を保護するためにそのフィン（１
３）の外側に配置される帯板状のサイドプレートである。
【００２０】
図１及び図５に示すようにこの熱交換器（１０）のコア（１）は、両ヘッダー（１１）（
１１）における下部の同じ高さ位置に仕切り部材（１１ａ）（１１ａ）が設けられて、そ
の仕切り部材（１１ａ）（１１ａ）を境に上位に凝縮部（２）が設けられるとともに、下
位に凝縮部（２）に対し独立したサブクール部（３）が設けられる。
【００２１】
また凝縮部（２）において、左側ヘッダー（１１）の中間部よりやや上方位置と、右側ヘ
ッダー（１１）の上部位置には、仕切り部材（１１ｂ）（１１ｂ）が設けられる。
【００２２】
更に図１及び図２に示すように、左側ヘッダー（１１）の中間部には、凝縮部（２）の左
側下端に対応して、凝縮部冷媒入口（２ａ）が設けられるとともに、右側ヘッダー（１１
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）の上端には、凝縮部（２）の右側上部に対応して、凝縮部冷媒出口（２ｂ）が設けられ
る。そして、凝縮部冷媒入口（２ａ）から凝縮部（２）内に流入した冷媒は、凝縮部（２
）内を下から上にへ蛇行しながら流通して、凝縮部冷媒出口（２ｂ）から流出されるよう
構成される。
【００２３】
また、右側ヘッダー（１１）の下端には、サブクール部（３）の右端に対応して、サブク
ール部冷媒入口（３ａ）が設けられるとともに、左側ヘッダー（１１）の下端には、サブ
クール部（３）の左端に対応して、サブクール部冷媒出口（３ｂ）が設けられており、サ
ブクール部冷媒入口（３ａ）から流入された冷媒は、サブクール部（３）を通って過冷却
された後、冷媒出口（３ｂ）から流出されるよう構成されている。
【００２４】
またコア（１）における凝縮部冷媒入口（２ａ）には、冷媒導入管（１ａ）が連通接続さ
れるとともに、サブクール部冷媒出口（３ｂ）には、冷媒導出管（１ｂ）が連通接続され
ている。
【００２５】
一方、図１ないし図４に示すように、レシーバータンク（２０）は、両端が開放された丸
パイプ形状のタンク本体（３０）と、そのタンク本体（３０）の上端開口部及び下端開口
部に設けられる上端側ジョイントブロック（４０）及び下端側ジョイントブロック（５０
）とを有している。
【００２６】
上端側ジョイントブロック（４０）には、下側に開口する凹部（４１）が設けられるとと
もに、その凹部（４１）の開口縁部内側に、周方向に沿って段部（４２）が設けられてい
る。そして、この段部（４２）にタンク本体（３０）の上端開口縁部が嵌め込まれた状態
で、後述するようにろう付けされることにより、上端側ジョイントブロック（４０）が、
タンク本体（３０）の上端開口部を閉塞した状態に固定される。
【００２７】
また上端側ジョイントブロック（４０）の外周側面には、ヘッダー（１１）の外周面に沿
い得る平面視円弧状のろう付け固定片（４５）が一体に形成されている。更にジョイント
ブロック（４０）の周側壁には、一端が凹部（４１）の内部に開口し、かつ他端側がろう
付け固定片（４５）の接合面に開口する貫通孔からなる冷媒流入路（４６）が形成されて
いる。
【００２８】
また上端側ジョイントブロック（４０）の上壁中央には、圧力スイッチやチャージバルブ
等の機能部品を装着するための機能部品装着孔（４３）が形成されている。なお、本実施
形態においては、この機能部品装着孔（４３）に、シールねじ（３５）がＯリング（３５
ａ）を介して螺着されている。
【００２９】
一方、下端側ジョイントブロック（５０）には、タンク本体（３０）の軸方向に沿って、
上下に貫通するタンク内装品収容作業用貫通孔（５１）が形成されている。この貫通孔（
５１）は、タンク本体（３０）内に配置される乾燥剤（７０）や、フィルター（８０）を
挿通し得る大きさに形成されている。
【００３０】
更にジョイントブロック（５０）における貫通孔（５１）の上端開口縁部内側には、周方
向に沿って段部（５２）が形成されるとともに、その段部（５２）の内周端には、フィル
ター係止用内向きフランジ（５３）が形成される。そして、段部（５２）にタンク本体（
３０）の下端開口縁部が嵌め込まれた状態で、後述するようにろう付けされることにより
、下端側ジョイントブロック（５０）が、タンク本体（３０）の下端開口部に固定される
。
【００３１】
また下端側ジョイントブロック（５０）には、その外周側面に、ヘッダー（１１）の外周
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面に沿い得る平面視円弧状のろう付け固定片（５５）が一体に形成されるとともに、周側
壁には、一端がタンク内装品収容作業用貫通孔（５１）の内部に開口し、かつ他端がろう
付け固定片（５５）の接合面に開口する貫通孔からなる冷媒流出路（５６）が形成されて
いる。
【００３２】
更に下端側ジョイントブロック（５０）における貫通孔（５１）の内周面には、冷媒流通
路（５６）よりも下側に、雌ねじ（５４）が刻設されている。
【００３３】
また下端側ジョイントブロック（５０）には、そのタンク内装品収容作業用貫通孔（５１
）を閉塞するための閉塞部材（６０）が設けられる。この閉塞部材（６０）は、タンク内
装品収容作業用貫通孔（５１）の内周形状に倣って略円柱状に形成されており、上端面中
央には、タンク本体（３０）の軸方向に沿って上方に延びるフィルター位置保持突起（６
５）が設けられている。
【００３４】
更に下端側ジョイントブロック（５０）の外周側面の上部には、上記雌ねじ（５４）に螺
合し得る雄ねじ（６４）が刻設されるとともに、外周側面下部には、２本のＯリング収容
溝（６１）（６１）が周方向に沿って形成されている。そしてこの溝（６１）（６１）内
にＯリング（６１ａ）（６１ａ）が収容された状態で、閉塞部材（６０）が、タンク内装
品収容作業用貫通孔（５１）内に挿入されて、雄ねじ（６４）が雌ねじ（５４）に螺着さ
れることにより、閉塞部材（６１）が貫通孔（５１）をシールした状態に固定されている
。
【００３５】
またタンク本体（３０）の内部に収容されるフィルター（８０）は、外周枠（８１）と、
フィルター本体（８２）とが一体に形成された合成樹脂成形品により構成されており、外
周枠（８１）の下端外周面に、外向きフランジ（８３）が形成されている。このフィルタ
ー（８０）は、閉塞部材（６０）のフィルター位置保持突起（６５）により上方に押し込
まれるとともに、フィルター（８０）の外向きフランジ（８３）が、下端側ジョイントブ
ロック（５０）の内向きフランジ（５３）の下面側に係止されることにより、タンク本体
（３０）の下端位置に固定されている。
【００３６】
更にタンク本体（３０）の内部におけるフィルター（８０）上には、乾燥剤（７０）が収
容される。この乾燥剤（７０）は、例えば円筒型容器内に収容するようにして、カートリ
ッジ方式を採用するすることにより、取り扱いを簡単に行うことができる。
【００３７】
以上の構成のサブクールシステムコンデンサは、その熱交換器（１０）の各構成部品、例
えば、両ヘッダー（１１）（１１）としてアルミニウムブレージングシートを丸パイプ状
に曲成して両端を蓋板にて封鎖したもの、扁平チューブ（１２）としてアルミニウム製の
押出型材、コルゲートフィン（１３）としてアルミニウムブレージングシートをコルゲー
ト状に曲成したもの、サイドプレート（１４）としてアルミニウムブレージングシート用
いられる一方、レシーバータンク（２０）の各構成部品、例えば、タンク本体（３０）と
してアルミニウムブレージングシートを円筒状に曲成したものや電縫管からなるもの、両
ジョイントブロック（４０）（５０）としてアルミニウム製の押出型材や鍛造品からなる
ものが用いられており、以下のようにして組み立てられる。
【００３８】
すなわち上記熱交換器構成部品を仮組みする一方、タンク本体（３０）の上下両端に、両
ジョイントブロック（４０）（５０）を嵌合した状態で、各ジョイントブロック（４０）
（５０）のろう付け固定片（４５）（５５）を、ヘッダー（１１）の外周側面に沿わせる
とともに、各ろう付け固定片（４５）（５５）の冷媒流入路（４６）及び冷媒流出路（５
６）を、短寸の位置決めパイプ（４５ａ）（５５ａ）を介して、ヘッダー（１１）の凝縮
部冷媒出口（２ｂ）及びサブクール部冷媒入口（３ａ）に適合させ、その状態で各構成部
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品を仮固定する。こうして仮組みされた仮組み製品を炉中で一括してろう付けすることに
より、全体を一体化する。
【００３９】
更に一括ろう付け後において、レシーバータンク（２０）における上端側ジョイントブロ
ック（４０）の機能部品装着孔（４３）にシールねじ（３５）を螺着する一方、下端側ジ
ョイントブロック（５０）のタンク内装品収容作業用貫通孔（５１）を介して、乾燥剤（
７０）及びフィルター（８０）をタンク本体（２０）内に収容し、その後、貫通孔（５１
）に閉塞部材（６０）を螺着する。
【００４０】
こうして本実施形態のサブクールシステムコンデンサが組み立てられる。
【００４１】
なお、閉塞部材（６０）が下端側ジョイントブロック（５０）に取り付けられた際には、
閉塞部材（６０）のフィルター位置保持突起（６５）によりフィルター（８０）及び乾燥
剤（７０）が押し上げられて、上記したようにタンク本体（３０）の下端位置に保持され
、フィルター本体（８２）の下面が、冷媒流出路（５６）よりも上位に配置されるととも
に、タンク内装品収容作業用貫通孔（５１）内のフィルター位置保持突起（６５）外周に
おけるフィルター本体（８２）と閉塞部材（６０）との間に、フィルター本体（８２）を
通過した冷媒を冷媒流出路（５６）に導くための冷媒流通路（９０）が形成される。
【００４２】
以上の構成のサブクールシステムコンデンサにおいては、図１及び図５に示すように、冷
媒導入管（１ａ）及び凝縮部冷媒入口（２ａ）を通って、凝縮部（２）内に導入された気
相状態の冷媒は、凝縮部（２）を下方から上方に向かって蛇行状に流通しながら冷却凝縮
され、凝縮部冷媒出口（２ｂ）及び上端側ジョイントブロック（４０）の冷媒流入路（４
６）を通って、タンク本体（３０）内に導入される。更にタンク本体（３０）内の冷媒は
、乾燥剤（７０）及びフィルター（８０）により水分及び不純物が除去されて、液冷媒の
みが下端側ジョイントブロック（５０）の冷媒流通路（９０）、冷媒流出路（５６）及び
サブクール部冷媒入口（３ａ）を通ってサブクール部（３）内に導入される。
【００４３】
そしてサブクール部（３）内に導入された液冷媒は、所定の温度まで過冷却された後、サ
ブクール部冷媒出口（３ｂ）及び冷媒導出管（１ｂ）を通って、図示しない減圧膨張手段
へと送り込まれる。
【００４４】
このサブクールシステムコンデンサによれば、レシーバータンク（２０）のジョイントブ
ロック（４０）（５０）をヘッダー（１１）に、直接、ろう付け固定するものであるため
、例えばレシーバータンクとヘッダーとを連通接続するための冷媒管、ユニオン、フラン
ジ等の配管部品が不要となり、その分、部品点数及び組付作業数を減少させることができ
るので、生産効率の向上及びコストの削減を図ることができる。
【００４５】
また一括ろう付けする際には、レシーバータンク（２０）のジョイントブロック（４０）
（５０）を、ヘッダー（１１）に沿わせて仮保持させるだけで、レシーバータンク（２０
）を仮組みすることができるので、例えば配管部品等を複雑な配置に仮組みする必要はな
く、一層、生産効率の向上及びコストの削減を図ることができる。
【００４６】
更にレシーバータンク（２０）のジョイントブロック（４０）（５０）をヘッダー（１１
）に沿わせてろう付けすることにより、熱交換器（１０）とレシーバータンク（２０）と
の連通接続を図るというシンプルな構造であるため、組付誤差や、寸法誤差の影響が少な
くなり、上記の連通接続を正確に行うことができる。
【００４７】
また本実施形態のにおいては、熱交換器（１０）と共に、レシーバータンク（２０）を一
括ろう付けするものであるため、ろう付けして組み立てた後、熱交換器部分の冷媒洩れ検



(8) JP 4109764 B2 2008.7.2

10

20

30

40

50

査と、レシーバータンク周辺部分の冷媒洩れ検査とを、同時に行うことができる。このよ
うに冷媒洩れ検査をたった１回だけ行えば良く、より一層、生産効率の向上及びコストの
削減を図ることができる。
【００４８】
また本実施形態においては、下端側ジョイントブロック（５０）の閉塞部材（６０）に、
フィルター位置保持突起（６５）を設けて、その突起（６５）により、フィルター（８０
）を所定の位置に持ち上げ状態に支持するようにしているため、フィルター（８０）を正
確な位置に精度良く組み付けることができ、製品品質を一段と向上させることができる。
【００４９】
更にタンク内装品収容作業用貫通孔（５１）におけるフィルター（８０）と閉塞部材（６
０）との間に冷媒流通路（９０）を形成しているため、冷媒流路形成用に別途加工を施す
必要がなく、その分、装置の簡素化及びコストの削減を図ることができる。
【００５０】
しかもフィルター本体（８２）の下面を冷媒流出路（５６）よりも上位に配置しているた
め、フィルター（８０）を通過した冷媒は、自然流下により冷媒流出路（５６）に導かれ
るので、冷媒の流れがスムーズになり、冷却性能を、一段と向上させることができる。
【００５１】
また本実施形態においては、下端側ジョイントブロック（５０）の閉塞部材（６０）を取
り外せば、タンク内装品収容作業用貫通孔（５１）を介して、タンク本体（３０）の内部
を外部に開放することができるので、乾燥剤（７０）、フィルター（８０）等のタンク内
装品の出し入れや、その交換を簡単に行えるとともに、レシーバータンク（２０）内の保
守、点検等も簡単に行える。
【００５２】
なお、上記実施形態においては、レシーバータンクの下端側ジョイントブロックに、タン
ク内装品収容作業用貫通孔を形成する場合について説明したが、本発明はそれだけに限ら
れず、上端側ジョイントブロックに作業用貫通孔を形成しても良く、上端側及び下端側ジ
ョイントブロックの双方に作業用貫通孔を形成しても良い。
【００５３】
また本発明においては、コア（１）、凝縮部（２）、サブクール部（３）のパス数、各パ
スの通路本数、熱交換器（１０）の縦横寸法等の細部構成については、上記実施形態以外
に種々設計変更可能である。
【００５４】
【発明の効果】
以上のように、本発明のサブクールシステムコンデンサによれば、レシーバータンクのジ
ョイントブロックを一方側ヘッダーに、直接、固定するものであるため、例えばレシーバ
ータンクとヘッダーとを連通接続するための冷媒管、ユニオン、フランジ等の配管部品が
不要となり、その分、部品点数を削減できるとともに、組付作業数を減少させることがで
き、生産効率の向上及びコストの削減を図ることができる。また一括ろう付けする場合に
は、レシーバータンクのジョイントブロックを、ヘッダーに沿わせて仮保持させるだけで
、レシーバータンクを仮組みすることができるので、例えば配管部品等を複雑な配置に仮
組みする必要がなく、一層、生産効率の向上及びコストの削減を図ることができる。しか
もレシーバータンクのジョイントブロックをヘッダーに固定して、熱交換器とレシーバー
タンクとの連通接続を図るというシンプルな構造であるため、組付誤差や、寸法誤差の影
響が少なくなり、上記の連通接続を正確に行うことができる。更に熱交換器と共に、レシ
ーバータンクを一括してろう付けできるものであるから、ろう付けして組み立てた後、熱
交換器部分の冷媒洩れ検査と、レシーバータンク周辺部分の冷媒洩れの検査とを同時に行
うことができ、より一層、生産効率の向上及びコストの削減を図ることができる。またジ
ョイントブロックの閉塞部材を取り外すだけで簡単に、タンク本体の内部を外部に開放す
ることができるので、乾燥剤、フィルター等のタンク内装品の出し入れや、その交換を簡
単に行えるとともに、レシーバータンク内の保守、点検等も簡単に行えるという効果が得
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【００５５】
一方、本発明において、ジョイントブロックのタンク内装部品収容作業用貫通孔に取り付
けられる閉塞部材に、フィルター位置保持突起を設けて、その突起により、フィルターを
所定の位置に持ち上げ状態に支持して、フィルターを冷媒流出路よりも上位に配置すると
ともに、タンク内装部品収容作業用貫通孔内におけるフィルターと閉塞部材との間に冷媒
流通路を設ける場合には、フィルターを正確な位置に精度良く組み付けることができると
ともに、タンク内装品収容作業用貫通孔の一部を、冷媒流通路として利用しているので、
冷媒流路形成用に別途加工を施す必要がなく、その分、装置の簡素化及びコストの削減を
図ることができ、しかもフィルターを通過した冷媒が自然流下により冷媒流出路に導かれ
るので、冷媒の流れがスムーズになるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施形態であるサブクールシステムコンデンサを示す正面図である。
【図２】実施形態のサブクールシステムコンデンサにおけるレシーバータンクの出入口部
周辺を示す断面図であって、同図（ａ）は入口部周辺を示す拡大断面図、同図（ｂ）は出
口部周辺を示す拡大断面図である。
【図３】実施形態のサブクールシステムコンデンサに適用されたレシーバータンクを示す
図であって、同図（ａ）を組立状態での断面図、同図（ｂ）は平面図、同図（ｃ）は底面
図である。
【図４】実施形態のサブクールシステムコンデンサに適用されたレシーバータンクを分解
して示す断面図である。
【図５】実施形態のサブクールシステムコンデンサにおける冷媒経路を示す正面図である
。
【符号の説明】
１…コア
２…凝縮部
２ｂ…凝縮部冷媒出口
３…サブクール部
３ａ…サブクール部冷媒入口
１０…熱交換器
１１…ヘッダー
１２…扁平チューブ（熱交換管路）
２０…レシーバータンク
３０…タンク本体
４０、５０…ジョイントブロック
４６…冷媒流入路
５１…タンク内装品収容作業孔
５６…冷媒流出路
６０…閉塞部材
６５…フィルター位置保持突起
７０…乾燥剤
８０…フィルター
９０…冷媒流通路
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